
災害対応報告　
台風15号
　2019年9月9日、台風15号は観測史上最強クラスの勢力で関東地方に上陸し、千葉県を中心に甚大な
被害をもたらしました。
　被災された方々に心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。
　この災害を受け、フクダライフテックグループでは関係各所と密に連携し、在宅酸素療法、在宅人工呼吸
療法を行っている療養者を中心に安否確認を実施するとともに、災害時用備蓄ボンベの供給を行いました。

●  レスキューウェブの情報をもとに
   安否確認を実施

●  レスキューウェブ上に療養者の
   安否情報を集約

●  集約した情報をもとに
   専用の報告書を作成

災害用備蓄ボンベを千葉県へ輸送

　大規模停電が長期化したことにより在宅酸素濃縮装置が使用できない状況が続いた
ため、在宅酸素療養者への継続的な酸素ボンベの供給が必要不可欠になりました。
　そこで、弊社では近隣の災害用備蓄ボンベ拠点より被災地へ酸素ボンベを移送し、
療養者へ速やかに供給しました。

　台風発生直後、当社の災害時業務支援システムシステム「フクダレスキューウェブ」をもとに瞬時に被災地区の患者
情報を抽出し、安否確認を開始。確認した情報をレスキューウェブへ集約しました。9/11にはHOT・HMVの対象療養
者の安否確認作業が完了したため、各医療機関へ専用報告書を用いて報告を行いました。

災害時業務支援システム「フクダレスキューウェブ」を活用し、
約850名のHOT・HMV療養者の安否確認を実施
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当社における近年の主な災害活動記録

2018年
島根地震　［ 4月9日 1：32頃］
島根県西部にて最大震度5強の地震発生
● 療養者約150名の安否確認を実施

大阪北部地震　［ 6月18日 7：58頃］
大阪府北部にて最大震度6弱の地震発生
● 療養者約1,100名の安否確認を実施

西日本豪雨災害　［ 6月28日～7月8日］
西日本各地で集中豪雨による土砂災害、浸水が相次いで発生
● 福岡、山口、岡山、広島、香川、愛媛、高知、兵庫、大阪、京都にて療養者
　約5,700名の安否確認を実施
● 酸素ボンベ他、必要物資を供給し対応にあたる

北海道胆振東部地震　［ 9月6日 3:07頃］
北海道地方中東部を震源として震度7の地震発生
● 療養者約250名の安否確認を実施
● 自衛隊輸送機で、災害用備蓄ボンベを現地へ空輸し対応

2019年
山形県沖地震　［ 6月18日 22:22分頃］
山形県沖を震源として震度6強の地震発生
● 翌日19日には対象地区の療養者の安否確認を
  完了

いざという時の
安全・安心な療養の継続のため
私たちはこれからも活動していきます
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